
　新型コロナウイルス感染症が感染症法
上の５類に引き下げられてから初めての
夏。旅行などを思いっきり楽しみたいと

ころにじわじわと感染者増加のニュース
が。感染予防も忘れず、４年ぶりの行動
制限なしの夏を楽しみたいですね。 編集者 N

４年ぶり王仁公園プールに２日間で1340人

　新型コロナの影響などで３年間休業していた市
営の王仁公園プールが４年ぶりに営業を再開し、
最初の週末の７月１日・２日で約1340人が来場
しました。休業中にも問い合わせがあるなど期待
が高まる中、来場した家族連れからは「やっと開
いた」という声が上がりました。市内在住の籔内
千晴さん（写真左）は「久しぶりの王仁プール！流
れるプールが一番楽しい」と笑顔。父 ・ 啓嗣さん
（同中央）は「今年あと３回は来ます」と話しました。

　６月中旬、
旧高陵小学校
の解体工事中
に３３年前の
タイムカプセ
ルが発見され
ました。中に
は交換ノート
や名札、集合
写真など 108

人の思い出の品が入っていて、市はホームページ
や SNS で引き取りなどを呼び掛けていました。
27 日に保管場所の禁野小学校を訪れた卒業生の
森浦春美さん（45 歳・写真）は「成人式の日に
みんなで探しても見つからなかったのに今回奇跡
的に発見されてうれしさもひとしおです」と話し
ました。

　７月７日・８日、ニッペパーク岡東中央でひら
かた七夕まつりが開かれました。短冊笹飾りや七
夕が誕生日の乳酸菌飲料カルピス®を使った「ひ
らかた七夕パン」の販売や試飲に加え、夜には天
の川を模したイルミネーションが点灯。幻想的な
空間にはしゃぐ子どもや手をつなぎ散策するカッ
プルの様子も。家族で訪れた山中健吾さん（写真
中央）は「子どもが喜んでくれてうれしい。枚方
で七夕の思い出を残せたら」と話しました。

流れるプールが一番楽しい！

旧高陵小解体工事中にタイムカプセル発見

幻想的な光の天の川が来場者を魅了

水難救助の訓練成果を披露

強い気持ちで市民を守る33年の時を超え

思い出に残る七夕の夜に

　 ７ 月10日、 枚
方東消防署で消防
救助技術訓練披露
会・水上の部が開
かれました。水難
救助を想定し救命
浮き輪や救助ロー
プを使用して、い
かに素早く救助で
き る か を 競 う も
の。見守る観客や

チームメンバーの「頑張れ」「いけるぞ」といっ
た声援の中、ベストタイムを出すチームも。参加
した山田竜誠隊員は「迅速さと安全確実性を追求
する厳しい訓練をやり遂げる強い気持ちは、水難
救助に限らず、市民を守る日々の消防活動でも生
かされる」と話しました。
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「夏満開！」

　今月号のひらふぉとは、桜町在住の山下
和男さん（75歳）が令和４年８月に山田池
公園で撮影。「季節の写真を撮影しようとし
たところ、夏の花・ひまわりに夏の虫・オン
ブバッタがいました。構図にこだわった夏
を感じられる写真が撮れました」。

1

総合スポーツ
センター

山田池

出屋敷
交差点

山田池公園

展望広場
●

No.87 自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラスト
を大募集。▶応募　メールまたは市ホームペー
ジの専用フォームに住所・氏名（ペンネーム希望
の場合はペンネームも）・年齢・電話番号・メール
アドレス、作品の説明・題名を書いて作品データ
を添付し広報プロモーション課
（kouhou@city .h irakata.
osaka.jp）へ。詳細は市ホームペー
ジ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブッ
クやインスタグラムで公開します。

専用フォーム
はこちら

朝日放送の長寿番組・探偵ナイトスクープに箕面
公園昆虫館の館長時代、何度も出演してきた。「明
日、九州での取材だと言われても断らなかったから
ね。昆虫館を知ってもらえる機会だから」と苦笑す
る。館長になって半年後には小学校への出前授業を
企画。山にいるオオゴキブリの幼虫と成虫を持参し
観察するなど年間40校で授業をした。「来館しても
らうためにはまず自分から出向いていこうと思っ
て」。館内での昆虫のぬり絵や工作も積極的に開催
し、年間の来館者数は４万人から６万人に増えた。
幼少期を過ごした広島では野山で石や昆虫を集め
海では釣りをし自然の中で遊んだ。「勉強は苦手だ
ったね」。近畿大学在学中に府の公衆衛生研究所の
アルバイトで取り組んだ害虫研究で卒論を書き上げ
た。「虫が好きってわけでもないけど興味はあった
かな」。府保健所に入職すると害虫相談など環境衛

生を担当。住まいの環境が起因となるシックハウス
症候群が広く知られていない約20年前、府民から
の相談に応じた。「担当外でもできないと言わず自
分にできることを考え、医師や保健師と力を合わせ
現場に出向いて解決することを大切にしてきたね」
昆虫館を退職後、「昆虫を通じて親子で楽しむ時

間を作ってほしい」と元同僚と昆虫科学教育館を立
ち上げ、今も各地で昆虫教室を開催している。「な
ぜセミは夏にしか鳴かないのか考えてみると面白い
よ」と子どもたちに投げかける。教科書で学んだ知
識以上の想像力や興味を持ってもらいたいからだ。
「子どもの興味の世界への入口を用意してあげる
のが大人の役目。勉強しなさいと言うだけでは可能
性を狭めてしまう。まずは大人が楽しむ姿を見せな
きゃね」。自宅に設けた秘密基地のような場所で昆
虫教室での工作グッズを手に穏やかにほほ笑む。

久留飛 克明さん

◆くるび　かつあき　府保健所で環境衛生を担
当後、府営箕面公園昆虫館館長を16年間務め
る。テレビ番組やＮＨＫラジオ科学電話相談に
も長年出演。著書に「家の中のすごい生きもの
図鑑」。中宮北町在住。72歳。

非営利団体・昆虫科学教育館館長
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